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タ ウ ン ズ ビ ル 大 学（University College of 
Townsville）を再編し、創設されました。
ジェームスクック大学は、現在３つのキャ





























































































































































































































































　 オ ー ス ト ラ リ ア で 法 学 部 ／ ロ ー ス




























































































































































































































































































得 し て か ら、 大 学 院 の 専 攻 科（Graduate 




















































































































































































































































































































































































































や 公 認 会 計 士（CPA＝Certified Public 
Accountant）などの資格を持つ人が税理士
登録をして業務を行っています。ソリシター
で税理士登録をしている人の数は限られてい
ます。〕
●司法試験なしの弁護士資格取得制
　度への疑問
（学生）オーストラリアでは、司法試験もな
い。そして、法学部を出て１年間実務見習い
か、あるいは半年から１年の法実務研修コー
スを取ると、弁護士になれる。これでは、能
力のない弁護士が大量に出ても不思議ではあ
りません。問題になってはいないのでしょう
か。
（JD）大学での法学教育が厳格です。法学部
入学者の相当数が中退しますから、オースト
ラリアの大学における法曹候補者育成にあ
たっての資質管理は厳格です。形式的な司法
試験がないことが資格制度の致命的な欠陥と
はいえないのではないかと思います。
　ただ、弁護士の過誤サービス追求訴訟事件
は増える傾向にあるのも事実です。
　オーストラリアの弁護士は、専門分野を
絞って業務を行っています。日本の弁護士よ
うにどんな分野にでも関与することはしませ
ん。それぞれの弁護士が、会社法だとか、税
金だとか、土地取引・登記とか、自分の得意
な法分野で活躍しています。
　たしかに街中では自分の得意な分野を持た
ないどんな分野でも引き受ける弁護士が開業
しています。しかし依頼者から相談が持ち込
まれ、それが自分の得意でない分野だと判断
した場合、その分野が専門の弁護士へ回すこ
とになります。
　私は税務専門の弁護士です。街中の弁護士
が、税金の問題で依頼を受け、自分ではどう
にもならないとなると、私のところに頼んで
くれば、私がやります。そういう制度になっ
ているわけです。
　私はタスマニア州で弁護士登録をしてい
ます。それから、弁護士資格の全国認定
（national accreditation）制度のもとクイー
ンズランド州でも弁護士業務ができます。ク
イーンズランド州やタスマニア州の場合、ソ
リシターとバリスター双方の業務ができま
す。しかし、私は、刑事被告人の弁護のよう
に自分の得意でない分野についてバリスター
として出廷して被告人を弁護する業務がやり
ません。誰しも “万能” ではないわけからで
す。これも職業倫理の一端です。得意でない
ことで無理すると事故を起こします。
（学生）オーストラリアでは、依頼者に弁護
士が訴えられることは多いのでしょうか？
（JD）弁護士の過誤、すなわち弁護士の能力
が十分でなくて、弁護士が依頼者をよく弁護
できなかったということで訴えられる過誤事
件（malpractice case）は少なくありません。
あるバリスター／法廷弁護士が弁護にあたっ
たのですが、その法廷弁護士が、依頼者との
約束とは異なり、裁判所の先例（precedent）
を変えることがうまくできなかったというこ
とで、弁護士の能力問われ、裁判になりまし
た。第1審では法廷弁護士側が負けました。
彼は控訴しています。その法廷弁護士はある
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オーストラリアの法学教育
大学の法学部長を務めていました。彼は今、
最高裁の裁判官になっています。
●弁護士以外の法曹になる途は
（学生）裁判官とか検察官も法曹ですが、弁
護士以外の法曹には、どういう方法でなるの
でしょうか？日本では司法研修を終えたあ
と、コースが決まりますが、オーストラリア
の場合はどうなのでしょうか？
（JD）日本とはまったく違っています。通常
はバリスター／法廷弁護士としての経験があ
る人が、裁判官に選ばれるという仕組みで
す。ですから、新卒の人とか、民間で法実務
経験のない人がいきなり裁判官あるいはその
候補者になるということはないのです。
（石村）ですから、純粋培養の日本の裁判官
と違って、オーストラリアの裁判官は、いろ
んな世俗のことをよく知った人、経験がある
人が、いろんな犯罪事件を弁護したことがあ
る人が、裁判官になるわけです。
（学生）大学教員から裁判官になるルートは
あるのでしょうか？
（JD）例えば大学を出て弁護士資格を得た後
に弁護士事務所で働いて、その後に大学教員
になって、そこから今度は裁判所の裁判官に
なる。こういうことは、まったく一般的です。
問題は、法廷弁護士の業務をすると報酬がも
のすごく高いわけです。ところが裁判官にな
ると、たぶん半分ぐらいの給料になってしま
います。その辺がその人の心の問題だと思い
ます。裁判官という社会的地位を取るか、そ
れとも収入の高い方に行くか、そういう選択
の問題にもつながります。
　それから、裁判官になるとボディガードも
付くとか、そういう外から見るとクールに
（かっこよく）見えるところもあります。
　ほかに何か質問があれば、遠慮なくどう
ぞ。
●検察官の任官と資質管理
（松原教員）貴重なご講演、どうもありがと
うございました。本学で刑法を教えている松
原です。１点だけ質問があります。裁判官と
弁護士になる過程については分かったのです
が、オーストラリアでは、検察官にはどうし
たらなれるのか、教えてください。
（JD）弁護士になるのと同じです。まず大学
の法学部を出まして、それから、さっき言っ
たコースを出て、法曹資格を取って、そのあ
とで、政府機関に入り検察官になるか、そう
ではなくて民間の弁護士事務所へ行くかの違
いです。
（松原教員）弁護士の場合には、最終的に能
力があるかどうかで、市場で淘汰されればい
いだけの話です。それから、裁判官は、弁護
士で成功された優秀な人がなるという意味
で、資質管理ができていると思います。それ
では、検察官の場合の資質管理はどうなって
いるのでしょうか。
（JD）まず、検察官は報酬がよくないわけで
す。ですから、自分の生き方がどう考えるか
いうことですね。当然、公権力行使に燃える
職業検察官も出てくる可能性もあるわけで
す。ただ、幹部検察官については、政治任用
（ポリティカル・アポイントメント）して職
務執行内容に評価を加える仕組みになってい
ます。つまり、平検察官の上司となる幹部検
察官というのは、通常、法曹界から政治任用
されるという仕組みになっています。ですか
ら、弁護士をやっていたとか、民間の感覚を
持った人たちが上司に任命され、部下である
職業検察官の権力濫用などがないように目を
光らせるという構図にあるわけです。
（松原教員）ありがとうございました。よく
分かりました。
◆むすび
（石村）ほかに質問はありませんか？ないで
すね。それでは、打ち切ります。
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（JD）日本語で書かれたケアンズの観光ガイ
ドを持ってきました。ここからブーケ（花束）
のように投げますから、取った人が勝ち、と
いうのはちょっといき過ぎなので、ここに置
いていきますから、欲しい人は持って帰って
ください（笑い）。
　もし、学生諸君がケアンズに来ることがあ
りましたら、是非とも、私どもジェームスクッ
ク大学のロースクールを訪ねてください。心
から歓迎いたします。
（石村）本日は、多数の学生、それに法学部
の先生方に参加いただき心から感謝いたしま
す。とりわけ、学生諸君には、オーストラリ
アの法曹制度や法学教育の仕組みを含め生の
お話を聞けてよかったのではないかと思いま
す。ダブナー先生のお話しを多いに参考にし
て、自分の勉強の励みにしてください。また、
オーストラリアをはじめとした外国の法制度
や法学教育の仕組みなどにも興味を持つ動機
としてください。ダブナー先生、遠方からお
いでいただき本当にご苦労さまでした。
　どうもありがとうございました。
（拍手、終了）
